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員

▢費
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用
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容

▢師
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師
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一
時
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▢締
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▢申
申
込

▢問
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合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

自転車に乗るときはルールを守って安全な運転を心がけてください。傘差し運転や、運転中の携帯電話使用は禁止されています。

モネの魅力〜印象派絵画はなぜ明るいのか〜①②
万葉集を彩る女流歌人・額田王〜その作品と実像〜ほか

Ａ(火曜)10：00〜12：00
Ｂ(金曜)14：00〜16：00

深川ふれあいセ
ンター
(平野1-2-3)

講座(一例)※詳細は受講案内を参照クラス・曜日・時間会場

※各クラスにより、内容が異なります。

江東区の歴史〜深川編・城東編〜①②
こころの健康〜前向きになれる、こころの処方箋〜ほか

(水曜)
14：00〜16：00

グランチャ東雲
(東雲1-9-46)

元気に貯筋しましょう！〜毎日の継続が活力を生みま
す！〜①②
散歩で発見！〜自然が伝えたいこと〜 ほか

(月／木曜)
14：00〜16：00

亀戸ふれあいセ
ンター
(亀戸9-33-2-101)

＋10
プラス･テン

からの健康づくり〜毎日をアクティブに過ごすため
に〜①②
知って得する！お金のはなし〜大切な資産を失わないた
めに〜 ほか

Ａ(火曜)14：00〜16：00
Ｂ(金曜)10：00〜12：00

城東ふれあいセ
ンター
(北砂4-20-12)

江
東
区
政
世
論
調
査
は
︑
区
民
の

皆
さ
ん
の
区
政
に
関
す
る
意
見
や
要

望
な
ど
を
お
聴
き
し
︑
今
後
の
施
策

に
生
か
す
た
め
︑
行
う
も
の
で
す
︒

昭
和

年
か
ら
�
年
お
き
に
実
施
し
︑

48

今
回
が

回
目
と
な
り
ま
す
︒

21

調
査
対
象
と
な
っ
た
方
に
は
︑
区

が
委
託
し
た
調
査
機
関
の
調
査
員
が

お
宅
へ
お
伺
い
し
ま
す
の
で
︑
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
︒
な
お
︑
調
査

員
は
必
ず
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て

い
ま
す
の
で
︑
ご
確
認
く
だ
さ
い
︒

▢時
�
月

日
︵
土
︶
～
�
月

日

29

15

︵
月
・
祝
︶
▢人

歳
以
上
の
区
民
の

20

方
の
中
か
ら
無
作
為
抽
出
で
選
ば
れ

た
�
︑
�
�
�
人

▢問
広
報
広
聴
課
広
聴
相
談
係

☎
(


�
�
�
)
�


�
�

税
の
滞
納
処
分
に
よ
り
差
し
押
さ

え
た
動
産
︵
ポ
シ
ェ
ッ
ト
・
自
転
車

等
︶
を
期
間
入
札
方
式
で
公
売
し
ま

す
︒
期
間
中
︑
公
売
財
産
の
写
真
等

を
展
示
し
︑
入
札
を
受
付
け
ま
す
︒

公
売
は
予
告
な
く
中
止
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

▢時
�
月

日
︵
月
︶
～
�
月


日

24

︵
水
︶
午
前

時
～
午
後
�
時

▢場

区
役
所
�
階
区
民
ホ
ー
ル
︵
入
札
の

受
付
は
区
役
所
�
階
納
税
課
と
な
り

ま
す
︶

▢問
納
税
課
特
別
整
理
係

☎
(


�
�
�
)
�
�
�
�

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
生
き
が
い
あ

る
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
︑
社
会
︑
生

活
︑
歴
史
︑
文
学
︑
健
康
等
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
を
学
び
ま
す
︒
今
年
度
は

�
回
シ
リ
ー
ズ
︵
前
後
編
︶
が
新
た

に
加
わ
り
︑
よ
り
深
い
講
座
内
容
と

な
り
ま
し
た
︒

▢時

月
�
日
︵
月
︶
～
平
成

年
26

�
月
�
日
︵
金
︶
▢場
下
表
の
と
お

り

▢人
区
内
在
住
で

歳
以
上
の
方

60

各
ク
ラ
ス

人
︵
昨
年
度
自
悠
大
学

80

を
未
受
講
の
方
を
優
先
し
︑
抽
選
︶

▢費
�
�
�
円
︵
資
料
代
︶
▢内
全

�
ク
ラ
ス
・

講
座
︵
合
同
講
座
�

20

回
を
含
む
︶
﹇
受
講
案
内
配
布
場
所
﹈

�
月
�
日
︵
火
︶
か
ら
江
東
区
社
会

福
祉
協
議
会
︑
各
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
︵
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
︶
︑
グ
ラ

ン
チ
ャ
東
雲
︑
各
福
祉
会
館
・
図
書

館
・
出
張
所
で
配
布
︒
社
会
福
祉
協

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵

▢
h
ttp
:
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m
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g
e
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.
n
ifty
.
c
o
m
/

k
o
to
-s
h
a
k
y
o
/︶
か
ら
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す

▢締
�
月

日
︵
金
︶

19

消
印
有
効

▢申
受
講
案
内
配
布
場
所
に
あ
る
専

用
申
込
は
が
き
に
記
入
し
︑
〒

︱

135

東
陽
�
︱

�
︱

江
東
区
社
会
福

0016

17

祉
協
議
会
地
域
福
祉
推
進
課
へ
郵
送

︵
電
話
お
よ
び
窓
口
で
の
申
込
不

可
︶

☎
︵


�
�
�
︶
�
�
�
�

※
申
込
は
い
ず
れ
か
の
�
ク
ラ
ス
の

み
と
し
︑
重
複
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
︒

※
聴
講
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

江
東
区
で
は
︑
芝
浦
工
業
大
学
・

東
京
海
洋
大
学
・
首
都
大
学
東
京
・

武
蔵
野
大
学
・
都
立
産
業
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
︑
﹁
こ
う

と
う
産
学
交
流
会
﹂
を
開
催
し
て
い

ま
す
︒
産
学
連
携
の
き
っ
か
け
を
作

り
た
い
方
︑
技
術
開
発
の
ヒ
ン
ト
を

見
つ
け
た
い
方
な
ど
こ
の
機
会
に
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
︒

懇
親
会
も
行
い
ま
す
の
で
︑
異
業
種

企
業
や
各
大
学
等
関
係
者
と
交
流
が

で
き
る
絶
好
の
機
会
で
す
︒

▢時
�
月

日
︵
金
︶
午
後
�
時
︵
午

26

後
�
時

分
開
場
︶
※
懇
親
会
は
午

30

後
�
時

分
頃
か
ら

▢場
芝
浦
工
業

10

大
学
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
︵
豊
洲


︱

�
︱

�
︶
▢集
午
後
�
時

分
区
役

20

所
前
四
ツ
目
通
り
︵
往
復
貸
切
バ
ス

で
移
動
︶
▢人
中
小
企
業
の
方

人
70

︵
申
込
順
︶
▢費
無
料

▢内
各
大
学

の
産
学
連
携
の
事
例
や
産
学
連
携
に

よ
り
新
製
品
を
開
発
し
た
中
小
企
業

の
事
例
の
紹
介
お
よ
び
懇
親
会

▢申
�
月

日
︵
水
︶
か
ら
電
話
ま

26

た
は
︑
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
に
①
住

所
②
氏
名
③
電
話
番
号
を
記
入
し
経

済
課
産
業
振
興
係
へ

☎
(


�
�
�
)
�
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�
)
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ク
ラ
ス
別
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
︵
ダ

ブ
ル
ス
︶
大
会
を
開
催
し
ま
す

▢時

)
月
�
日
︵
日
︶
午
前
)
時

分
～

30

午
後
�
時

▢場
深
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▢人

平
成

年
度
・

年
度
に
深
川
ス
ポ

24

25

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
各
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教

室
を
受
講
さ
れ
た
方
お
よ
び
江
東
区

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以
上

の
方
︑
�
�
�
組
�
�
�
人
︵
抽
選
︶

▢費
�
組
�
︑
�
�
�
円

▢締
�
月



日
︵
水
︶
必
着

▢申
往
復
は
が
き
に
参
加
者
�
人
の

①
氏
名
・
ふ
り
が
な
②
所
属
ク
ラ
ブ

名
③
住
所
④
在
勤
・
在
学
の
場
合
そ

の
名
称
と
所
在
地
⑤
電
話
番
号
⑥
年

齢
⑦
性
別
⑧
協
会
登
録
番
号
と
登
録

部
⑨
深
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
教
室

受
講
歴
⑩
参
加
希
望
ク
ラ
ス
Ａ
～
Ｅ

い
ず
れ
か
︵
Ａ
=
江
東
区
�
部
登
録

／
Ｂ
=
�
部
登
録
／
Ｃ
=


部
登
録

／
Ｄ
=
�
部
登
録
／
Ｅ
=
�
年
以
内

の
初
心
者
︶
を
記
入
し
︑
〒

︱

135

0044

越
中
島
�
︱

�
︱

深
川
ス
ポ
ー
ツ

18

セ
ン
タ
ー
へ☎
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�
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こ
れ
か
ら
梅
雨
を
迎
え
蚊
が
発
生

す
る
季
節
と
な
っ
て
い
き
ま
す
︒
夏

場
に
よ
く
刺
さ
れ
る
と
い
う
お
宅
の

周
辺
に
は
︑
ど
こ
か
に
蚊
の
発
生
源

が
あ
り
ま
す
︒
こ
れ
ら
の
発
生
源
に

対
し
︑
的
確
な
対
応
策
を
と
る
こ
と

が
蚊
の
発
生
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
︒

発
生
源
の
水
た
ま
り
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

蚊
の
防
除
に
は
︑
水
中
に
生
息
す

る
ボ
ウ
フ
ラ
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と

が
最
も
有
効
で
す
︒
空
き
缶
や
古
タ

イ
ヤ
︑
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
︑
植
木
鉢

の
受
け
皿
な
ど
︑
雨
水
が
溜
ま
り
や

す
い
も
の
が
発
生
源
に
あ
げ
ら
れ
ま

す
︒
水
が
�
週
間
以
上
溜
ま
る
と
ボ

ウ
フ
ラ
が
発
生
し
や
す
い
の
で
︑
不

要
物
は
撤
去
す
る
か
水
が
溜
ま
ら
な

い
よ
う
穴
を
あ
け
︑
植
木
鉢
は
受
け

皿
の
水
を
�
週
間
に
�
回
は
取
り
替

え
ま
し
ょ
う
︒
ま
た
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
は
く
ぼ
み
が
で
き
な
い
よ
う
に
被

せ
ま
し
ょ
う
︒

殺
虫
剤
の
効
果
は
一
時
的

殺
虫
剤
を
使
っ
た
成
虫
の
駆
除
は
︑

一
時
的
な
効
果
は
あ
り
ま
す
が
︑
長

続
き
は
し
ま
せ
ん
︒
殺
虫
剤
は
あ
く

ま
で
補
助
的
な
利
用
に
と
ど
め
︑
ボ

ウ
フ
ラ
が
発
生
し
な
い
環
境
づ
く
り

が
︑
持
続
的
な
防
除
の
秘
け
つ
で
す
︒

草
刈
り
も
効
果
的

や
ぶ
や
草
む
ら
は
︑
蚊
の
成
虫
の

す
み
か
に
な
り
ま
す
︒
雑
草
は
定
期

的
に
刈
り
︑
樹
木
は
適
切
に
せ
ん
定

し
て
風
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
︒

▢問
保
健
所
生
活
衛
生
課
生
活
衛
生

係

☎
(


�
�
�
)
�
)
�
�

﹇
電
話
の
内
容
﹈

○
医
療
費
の
還
付
が
あ
り
ま
す
︒
手

続
き
は
今
日
ま
で
で
す
か
ら
急
い
で

こ
れ
か
ら
言
う
番
号
に
電
話
し
て
く

だ
さ
い
︒

○
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
の

で
︑
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
着
い
た
ら
携
帯
電
話

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
︒

﹇
防
止
策
﹈

区
役
所
を
は
じ
め
公
的
機
関
が
還

付
金
の
手
続
き
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
︒
こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
場
合
は
︑
一
旦
電
話
を
切
り
︑

相
手
の
言
っ
た
電
話
番
号
に
は
電
話

せ
ず
︑
迷
わ
ず
︑
最
寄
り
の
警
察
署

若
し
く
は
区
役
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
︒▢問

深
川
警
察
署

☎
(


�
�
�
)
�
�
�
�

城
東
警
察
署

☎
(


�


)
�
�
�
�

東
京
湾
岸
警
察
署

☎
(


�
�
�
)
�
�
�
�

危
機
管
理
課
生
活
安
全
担
当

☎
(


�
�
�
)
�





最
近
︑
電
話
で
江
東
区
役
所
職
員

を
名
乗
り
︑﹁
医
療
費
が
戻
り
ま
す
﹂

な
ど
と
言
葉
巧
み
に
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

︵
現
金
自
動
預
払
機
︶
を
操
作
さ
せ
︑

現
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
還

付
金
詐
欺
の
電
話
が
区
内
で
多
数
入

っ
て
い
ま
す
︒

本
年
�
月
か
ら
�
月
末
ま
で
の
区

内
の
還
付
金
詐
欺
の
被
害
件
数
は
︑

�
件
で
︑
そ
の
被
害
額
は
約
)
�
�

万
円
に
な
り
ま
す
︒


